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　　　　第 1 章 實驗 闘的 ・ 材料 ・方法

　人 胎児 の 腦 に つ い て 分娩損傷 の 病 理 を知 る為

に ，成熟児未熟児及び妊娠各 月 ， 計53例 に つ い て

組織学的研究 を行 つ た ．大 腦聞碯部 は 前頭断大割

切片 を腦 1 個に つ い て 約 ／6枚 ， 中腦 菱腦 部は横断

切片 を約 7 枚 と り， ヘ マ ・エ オ ジ ン 染色 を行 い ，

腦全体 の 出血 とうつ 血 の 状態 を検 索 した ．斯 る研

究 は 非常 に 少い ．

　　　　　　　 第 2章 費験成績

　第 1節　全例に於け る組織所見の 総括

　腦 の 組織的出 血は 3 ヵ 月終 り以 上 の 兒 では 98％に 見 ら

れ ， 死因が 生活力微弱の 帝 切兒 1例の み に は 見 ら れ な

い ．出血 うつ 血 は 部位 に よ り非常 に異る．一
般に出血 う

つ 血 を 起 し 易い 所は ，大腦間腦 で は 腦慎 ， 側腦 室 内 （脈

絡）及び其の 周囲 （腦槊，壁板 ， 腦弓，分界條 ， 視床線

状体靜脈 ，そ の 他の 腦室周囲の 黷質，腦室一L皮下等）次

い で 大 腦 髓 質で あ り，中腦菱腦で は 腦膜 ， 第 4 腦室内

（殊に 上 皮 性 脈絡板（5圖）次 い で脈 絡） 次い で小腦髓質

で あ る．延髓 ， 中腦次い で橋は 所見が少い ．一・
般に は 大

腦間腦は 申腦菱腦 に 比 し所見 が 多い ．以 ．Lは 全例に 通用

す る一般的 特 徴 であ るが ，成 熟兒，未熟兒，Tヵ 月以 下の

胎児 と 分け る と，出血 うっ 血 の 特徴は 夫女 相当に 異 り ，

而 も夫 々
一
定 の 特微 を持 っ ．8 ヵ 月以 上 頑 ま大腦間騰 ご

最 も出血 うっ i血を 起 し易い 所 は，腦 膜 を 除くと ， 側碯室

移行部内及 び其の 周囲 （2 鬪，3 圖） と後頭角周 圀 であ

り，そ の 爲に 脈 絡 及び 腦 梁 壁板の 大靜脈 の LLI血，腦 室 内

流入が起 り易い 。 7 カ 月以 下で は 大腦間腦で 所 見の 多い

所は腦膜 を 除くと，側腦室内及び そ の 周囲（中央一後迄）

であ
’
Os　 8 カ 月 以上 の 如 く移行 部 の 邊 りに 殊 に 著明に

限局す る と云 う事は な い ．7 カ 月 以下で は 叉 肉眼 出血 ，

組織的大出血 が 多 く， 小 出血 は僅少 で あ る の が 特徴 で あ

る．夊 中腦 菱 腦の 所見 は 8 カ 月以 上 に 比 し軽度で あ る ．

5 ヵ 月以 下では 全般に 所見が 軽度 で あ る．8 カ 月 以．Lで

も成熟兒は 前述の 8 カ 月以 上 の 音［拉 的特徴 が 定型 的で あ

る が，未熟兒 に な る と 7カ 月以下 の 特徴 に や y 似て き

て ， 所見 は移行部邊りに 著明で而 も 中央 に も 所見が あ り

旦 成熟兒 に 比 し ， 肉眼出血 ， 紐織的大出血 が 多 く小出血

は少い ．胎位胎向胎勢 と出」血 うっ 血の 関係を 8 カ 月以上

で調べ た ．

　後頭位で は 大腦間腦で 1 圓の 如 く陰影 の 濃 い 部 分 に 最

も所見が 多い ．之は其の 前頭断の殆ど全 部位に つ き 云 い

得る．即ち 2 鬧，3 圖 の 如 く前頭断で腦室移行部が で る断

面の 殆ど全部位が 他に 比 し最 も著 明であ る ．腦全俸 と レ

て 後 よ りの部に最も所見 が 多 く次い で中央tV後ICあ り ，

最 も所見の 少い の は前極で あ る．前頭位では 所見 は 後頭

位 の所に あり，後頭位 の 特徴 を 持 ち，而 も前方 に 礦が る．

此 れ が前頭位 の 特徴で あ る．　而 も 前極は 最 も所見が 少

い 。骨盤位で は 大腦間腦の所見 は腦膜を除けば焚頭位 と

同様であ る．腦膜 は 腦底 が著明 であ る．夊骨盤位で は菱腦

の所見が非常に高度 とな るの が特徴であ る．第 1 と第 2

胎向の 差 は 主 と して 腦膜 に 見 られ る．産瘤の で き る側 に

腦膜 の 所見 が殊 に 著 明に 見 られ る ．次に 中位鉗子例 の 大

腦間腦の 所見 は 以 上 と異 り，特 に 著明 な 部位は な く全般

に軽度の 所見 が 擴が っ て い る．菱腦の 所見 は 比較的高度

で あ る．兒頭が 骨盤 入 口 固 定 時死 亡 した例で も特 に 著明

な所は な く，所見 が 全般に 軽 度 に 嬪 が る．死因 が生活力微

弱で帝切の 1 例（兒頭入 ロ上）で は出血 は 全 くな い ．全例

に 於 い て 腦金体の 出血 の 状態を調べ た．死因に よ り出血

の 型 が 異 る（6圖）．頭 蓋 内 出血死 で は靜脈壁破綻 し，勢よ

く間質に 血球が 奔出す る もの （破 裂 型 ） と うつ 血 の 強 い

靜脈壁 が 破れ ，其の 周囲 に 円形 に 血 球 が と り ま くもの

（円形型 ，未 熟兒 に 見 ら れ る ．後は 組織融解 し，多数 の

時は腦空洞症 と な る．7 図）とあ る．臍帯脱出死胎盤早剥

死 に の み見 られ た もの は うつ 血 の 強 い 靜脈の 内の 血球が

餅 を圧 して 内の 餒 が 出る如 く， 押 し 出 さ れ た様 で あ り

（胎 盤 血 行 障碍型），肺炎死，肺出血 死 の み に見 られ た も

の は ，血 行障碍型程 うつ 血 が 強 くな り他は 血 行 障碍 型 と

略 it同様 で ある （肺型 ），N新産兒赤芽球症で は 圖示 の 如

く独特 の 型で あ る．破裂型出血 は 3 ヵ 月 以 上では 見頭入
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図 6　新 産 児 悩 の 紀 纈 鑑 別 （出 血 の 型）
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す る　最 初 にの べ 辷一般的特 徴 で は ．所見の 多 い 所 ぽ 一

般 に 絅 「1も多 い 。叉 最夕卜表の 腦膜 は 外圧 を 受 ナ易 く， 側

腦 室 内及 び との 周囲 ま力学rJに 圧 を蒙 り 易い ．組織担抗

として は ， 共同 研 究 者河本 の 禪経線椎 の 発 肯に 関 デ る研

究 を引用す る と，誕 髓β ・最 も 良 く次 い ご橋中腦間 腦 小 腦

大腦の 順 と か り ， 大腦の 内でも腦室 周囲ぽ 害い ．

　次ヒ 8 カ 月 以 「 の 部イ、〉的
d

亅黴 と し て 移行部内及 び 尉

囲，後頭周囲，「所兄著明か の は ，児頭 う状 で ， 且 前後の

「
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方 向に 圧迫 され る際の 所見と考 え られ る．側腦室の 内で

移行部及び後頭角前方は最も断面 （前頭断） が廣く ， 且

移行部脈絡も他に比 し大靜脈 が多く， 夊周囲の 壁板腦梁

に も正常でも他の 部に 比 し最も腦室に 接近 し て 大靜脈 が

多数存在す る （死因が 生活力微弱 の 帝切例 で 証明．移行

部周 囲 が 最も著明，次い で後頭角周囲）．前後圧に よ る斯

る 脆弱な 部 が 最も敏感 とな る と考 え られ る．成熟晃 で は

兒頭が大である か ら， 斯 る特徴 が 定型的 と な る． 7 カ 月

以 下 では 晃頭 が小で斯 る方 向の 決つ た 強い 圧を受けな い

の で腦室内及び周 囲全 般に所見が あり ， 叉菱 腦の 所見が

軽い の も兒頭が 小 さい 爲 と考え られ る．

　未熟兒及び 7 ヵ 月以 下の 児で 大出血 が 多い の は 血 管壁

の 抵抗も弱く （八 木教授
1） ），且組織抵抗 も 弱い （河木）

爲 と考えられ る．5 カ 月以下で は所見が 軽い の は 兒頭 が

非 常 に 小 さい 爲 と考 え b れ る。次に後頭位前頭位骨盤位

の 特徴 は 夫 攻 前後圧 の 所見 と考え られ る．入 口 固定死 で

は 所見は廣汎に軽度に散在 し前後圧の 所見 と は 異 る．前

後 圧 の 所見 は 兒頭が骨盤内下降時最 も 強 く前後に 圧迫 さ

れ る 所，即 ち主 と し て 骨盤出口 で 起つ た もの と考 え られ

る ．中位鉗子の 所見は 左 右圧に よ る と考え られ，大腦問

腦では前後圧 よ り左 右圧の 方 が所見が 廣汎で あ るが 程度

は軽い と云 う特徴を持 つ ．菱腦の 所見が 著明な の は 中位

鉗子 を歪 ん で か け た 爲 であ ろ う．外圧 を受 けな い 帝切兒

の 腦では 破裂型 出血 は な く，外圧 を受 け た 腦 に は 全 例 1．

あ り ， 且 1個の 腦でも夕卜圧 に敏感な所 に 多い ．未熟晃で

は 外圧 に 敏感 な所 に 円形型 出J血 が 多 い ．胎盤tilL行障碍

型 ，肺型 出血 で は 部位差は な く主 と して 大腦髓質 に 廣 く

散在す る．

　破裂型 円形型 出血 は 分 娩 時 の 腦 に 対す る 外圧 に よ る出

血 と考え られ ， 他 の 特殊な もの とは別個の もの で あ り，

此等を合し外圧型出血と偃稱 した．外圧 に よ る 出血 うつ

血 を 最も起 し 難い 所 は 大腦間腦 で は ， 大腦前極である．

大腦髓質は 一般に皮質に 比べ て 靜脈 が 多い か ら ． 前極 の

髓質の組織を見る と外圧 に よ らな い腦固有の うつ 血出血

の 所見 が判 る．此 の 部 は 頭蓋 内出血 死であつ て も所見 は

殆どない ．

　此れに反 し胎盤血行障碍死では 固有の うつ 血 出血が此

の部に も存在す る．8 ヵ 月以上 で 外圧 に対し最 も 敏 感 な

腦室移行部内及び周囲 ， 後頭角周囲は 外圧 と腦 の 抵抗 と

の 結果 と して の所見を比較す る 際の 基準とす る に適当で

あ る．全例に動脈出血 は 1個もな く総 て 靜脈出血 であ つ

た ．死後の出血 （死後溶血 ， 人爲的出血等） との 鑑別 は

重要であ る・死後成可く速や か に剖檢 し固定 した ．前述

の 出血型は死後 の 出血 で な く ，
一
定 の 法則 に 從 つ て い

る，

　第 2 節　各例毎の 組織所見の 小括

　 第 1項　記載事項 の説明

　 外 圧 ：児頭に対す る 分 娩時タト圧の 程度を分娩 3 要素

の 見地 か ら分類 した ．成熟兒で 3 要素の 適合した もの を

普通 と した．未熟見は 軽度で あ るの で省略 し た。吸 引 と

は 著明な羊水吸引．出血型の 項に 外圧型 と記入 し てい る

時は 破裂型 の み の 時で ，　円形型 が あ る 時は別 に 記入 し

た．前 極 うつ 血 とは 大腦前極髓質の 組織的 うっ 血 基準 と

は 側腦室移行部内及び周囲 ， 後頭角周囲の 所見で ある．

壁板腦渠等の出血 ， 腦室内流入，脈絡出i血うつ lfils腦室

上 皮 下出1血等を 綜合 レ，一，± ，十 ，骨，卅，柵 に 分 類

した ．廾以上 は腦室周囲の 大出血 が 腦室内に流入 した も

の ．

　 中 樞 と は 延髓 の 自律 神 経 中 樞 の 組織所見で ， そ の 他 と

は 網様体 以 外の 延髓 の 自律紳終中樞 を 総 稱 した ．組織 所

見 の 項では ， 先 に 大腦問腦の 綜合所見 を の べ ， 次い で中

腦菱腦 の 綜合所見 を の べ た．発育 と は 神経線維 の 発育
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で ， 此れは共同研究者河本の結果 を引用 した．民は 全例

を 冊・冊 ・ 幵 ， 十 ， ± ・
一 （良 → 惡） に 分類 した．

　 第 2 項 　8 カ 月 以 上 の 新産兒23例

　 A ）　 10ヵ 月終 り18例　1）腸管出血 死（対稱）； 第 2 後

頭位・自然分娩・臍帯纏絡 1 囘， 5 日 5時間僕死亡 ．20

709 ， 外圧普通，假死なし，吸 引一一
， 全身 うっ 血一，外

圧型出血，前極 うつ 血
一，韮準±，中橿出血 うつ 血

一
，

肉眼出血 うっ 血 一．組織所見 ： 後頭位の 特徴 ．最低．側

腦室移行 部内僅少．腦膜軽度の み．菱腦最低 ，第 4 腦室

内上皮性脈絡板 と小腦腦膜に うつ 血軽度の み ．発育淋

2）食道奇形，饑餓 死 二 第 2 前頭位 ， 自然分 娩 ， 6 日後死

亡 ．2954g ，外圧普通 ， 假死 な し， 吸引
一

， 全 身うつ 血

一
， 外圧型 出．血 ， 前極うつ 血 一〜± ， 基準柵．中樞出血

うつ 血
一・肉眼所見 ： 全側腦室内出血 ．腦膜 うつ 1血±．

組織所見 ： 前頭位の 特徴．高度．菱腦軽度．発育卅．3）

頭蓋内出血死 ： 第 2 後頭位 ， 自然分娩，急速分 娩 ，3 口

半後死 亡．36509 ，外圧普通，假死な し，吸 引
一，全身

うつ 血
一

， 外圧型出血 ， 前極 うつ 血
一〜± ， 基準｛骭， 中

樞出血 うっ 血
一

， 肉限所見 ： 小腦天幕下 （裂傷 ），側腦 室

内嵩1血．腦膜 うつ 」虹±・組織所見 ： 後頭位の 特徴．高

度 ．菱腦軽度．発育不 明．4）頭蓋内出血死： 第 1骨盤

位，2 期遷延， 1 日 4 時間後死亡．26609 ， 外圧強度，

假死な し，吸引
一，全身 うつ 血 ± ，外圧型出 血 ， 前極 う

っ 血
一〜± ， 基準卅 ， 中樞出血

一
， うつ 血

一〜±・肉眼

所見 ：小 腦天幕下．大腦軟膜 ド．側腦室内出血，腦膜 う

っ 血 ±．組織所見 ： 腦底腦膜高農。骨盤位の 特徴．中等

度．菱腦軽度．発育卅・5）頭蓋内出血 死 ： 第 1後頭位，

中位鉗子 ，陣痛微弱 ， 子宮内感染 ， 工6時間30分後死亡．

2T909 ， 假死 1度 ， 吸引 ± ， 全身 うつ 血 十，夕卜圧型出

J血，前極 うつ 1血± ，基 準 十 ，　1．1瑞區出血 一 　うつ J血±．　肉

眼 所見 ： 小腦天幕 下・側腦 室 内出血 腦膜 うつ 血 十・組

織所見 ： 腦膜は 中位鉗子の 圧痕に
一
致す 。他 は 前か ら後

迄全汎に 軽度に散在す．左右圧．凌 腦中等度・発
’
育柵，

6）頭蓋内出血 死 ： 第 1後頭位 ， 自然分娩 ， 前期破水，瞬

帯纏絡 1 囘 ， 1 時間半後死亡 ．26409 ， 外圧普通，假死

2 度，吸 引 十 ， 全身 うつ 血 十 ，外圧 型出血 ，前極 うつ 血

一〜± ， 基準廾 ， 中樞出血 ， 網様体小少 ， そ の 他小 少 ，

うつ 血 ± ，肉眼所見 ： 小腦天幕下・大小腦軟膜下．側腦

室内・第 3腦室内出・血 腦膜うつ 血 ＋・組織所見 ： 後頭

位の 特微．中等度．菱腦 中等度．発育十卜・7）頭蓋内出血

死 ： 第 1 後頭位 ， 自然分娩，前期破水 ， 30分後死亡。24

909 ，外圧普通 ，假死 1度，吸引 十，全 身 うつ 血 十 ， 外

圧型出血 ， 前極うつ 血 ± ，基準冊 （3圖），中樞出血 ， 網

様体小少 ， そ の 他小少 ， うつ 血 ± ．肉眼所見 ： 小腦天幕

下・側腦室内・小腦軟膜 下・大腦実質内小出．血・腦膜 う

つ 血十．紐織所見 ： 俵頭位の特徴．高度 ．菱腦中等度．

発育十ト・8）頭蓋内出血死： 第 1骨盤位，躋帯橿絡 1 圖，

2期遷延，23分後死 亡・286eg
， 外圧強度 ，假死 2 度 ，

吸 引 十 ，全身うつ 血 十 ・ 外圧型 出∫血 ， 前極 う つ 血
一〜

：t：基準冊 ， 中樞出血 ，網様体小少，うつ 血 ±．肉 眼所

見 ： 小腦天幕裂傷 （血 腫）．大 小 腦軟膜下・小腦皮質髓質

出血 （4 圖）。腦膜 うつ 血什．組織所見 ： 腦底腦膜高度．

骨盤位の 特徴。高度．菱腦高度．発育｛貼 9）頭蓋内出血

死 ： 第 1 骨盤位 ， 狭骨盤 1度， 2 期遷延 ， 陣痛微弱 ， 兒

頭骨盤出口 で死亡．24919 ， 外圧強度 ， 吸引十 ， 全身う

つ 血什，外圧型出血 ， 前極 うつ 血 ± ，基 準朴，中樞出

血 ，そ の 他小 少 ， うつ 血 ± 〜十．肉眼所見 ； 小腦天幕下

　（裂傷）．大小腦軟膜下・側腦室内．第 4腦室内出血 腦

膜 うっ 血 ＋．組織所見 ： 腦底腦膜高度・骨盤位の 特徴，

中等度．菱腦高度．発育骭．1の 頭蓋内出血 死 ： 第 1 骨

盤位，2 期遷延，臍帯壥絡 1囘 ， 児頭骨盤出口 で 死亡．

31509 ・外圧強度 ， 吸 引 十，全身 うつ 1血十，外圧型出

血 ・ 前極 うつ 血 十 ， 基 ge十H十s 中樞出血
一

， うつ 血十．肉

隈所見： 小腦天幕下．側腦室内・大小腦軟膜下出血 ．腦

膜 うつ 血什．組織所見 ： 腦底腦膜高度，骨盤位の 特徴．

高度．菱腦中等度．発育醂．固有の うつ 血は臍帯纏絡の

爲か．11）頭蓋内出血死 ： 第 2 前頭位 ， 出口鉗子 ， 臍帯

纏絡 2 囘，児頭骨盤出口 で 死 亡 ．3300g ，外圧 強度，吸

引 十 ， 全身 うつ 血 十，外圧型出血 ，前極 うつ 血
一

， 基準

柵 ， 中樞出血 ， そ の他大中小夫攻 少数 ， うつ 血 ±〜
十．

肉眼所見 ： 小腦天幕裂傷 （血捶），硬膜下 大1血腫 全側腦

室内・第 荏腦室内・小腦軟膜 下出⊥虹・腦膜 うつ 血 ＋．腦

浮腫十．組織所見 ： 前頭位の 特徴．高度．出口鉗子の 左

右 圧は 最後圧の 所見 に 蔽わ れ て 不明．菱腦高度．発育

冊・12） 尿 道 欠損，奇 形死 ： 第 2 後頭位，自然 分 娩 ， 急

速分娩，前期破水，1 時間後死亡．24359 ， 外圧普通，

偃死 1度，吸引 十，全身 うつ 血十〜十b タト圧型出血 ， 前

極 うつ 血 ±
， 基 準幵 ， 中樞出血 一

， うつ 血 ± ・肉眼 所

見 ： 側腦室 内．小 腦軟腦膜下出血 ．腦膜 うつ 血 十．組織

所見 ： 後頭位の 特徴．中等度．菱腦中等度．発育柑 ，

13）泌尿性器奇形死 ：後頭位，自然分 娩 ，分娩直後死 亡 ．

1T509 ，外圧軽度，假死 2 度，吸 引 十，全 身 うつ 血 十，

外圧型 出血 ，前極うつ 血 ± ， 基準 十 ， 申樞出血 ，網様体

中少小少 ， そ の 他中少，うつ 1血±．肉限班見 ： 腦膜 うつ

血 ＋・腦浮腫 ±・組織所見： 後頭位の 特徴．軽度．未 熟

兒 の 特徴 ．菱腦中等度．発育幵．14）窒 息死 （腦 室 内出

軽
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血 ）：第 1 後頭位，自然分娩 ， 合併症な し．晃頭骨盤 入 口

固定 （破水前）で 死 亡 ．29109 ，タト圧非常 に 軽度 ， 吸 弓1

十 ， 全身 うつ 血幵 ， 外圧型出血 ， 前極 うつ 血 ± ， 基準

井，中樞出血 ， 網様体 に 肉眼可覗出血 1個 （8圓） 小

少 ， そ の 他小少， うつ 血 ±〜十．肉 眼 所見 ： 全側腦室

内．硬腦膜下．大小腦軟膜 下．中腦水道内出血，腦膜 う

つ 血 十，腦浮腫十．組織所見 ： 全般に中等度 に 蹟が る．前

後圧 に 非ず．うつ 血 は 大中細靜脈 に 同様 に あ る．菱腦高

度．発育廾．腦の 分娩損傷 が 死因．工5）心奇形死 （心 室

中隔欠 損 ） （腦 室 内出血 ）： 後頭位 ， 自然分 娩　13時間後

死亡 ．29509 ， 夕卜圧軽度，假死 1 変，吸引十 ，全 身 うつ

血昔，外圧型 出血 前極うつ 血 ± ， 基準十 ， 中樞 出血 ，

網様体 中 少小 少 ，そ の 他 中少 ，う つ 血 ±〜十．肉眼所

見 ： 側腦室移行部出血 腦膜 うつ 血 ＋．組織所見 ： 後頭

位の 特徴通 りの 所 に うつ 血 著明．出血 軽度．菱腦 うつ 血

著明．出血 軽度〜中等度，心 奇形の うつ 血 が 出血 の 素

因．心臓性假死．発育冊．16）胎盤 血 行 障碍死 ： 第 2 微

頭位，自然分 娩 ， 駘盤早剥 ， 兒頭入 口 疎 に 固定で死亡，

26509 ，外圧非常 に軽度．吸 引 十，全身 うつ 血 1十・胎盤

血行障碍型出血 ， 前極 うつ 血 十 ， 基準一
， 中櫃出w血s 網

様体小少，此 れ は 血 行障碍型 出血 ， うつ 血 十．肉眼所見 ：

腦膜 小 溢血 斑，腦 膜 うつ 血 十 ， 腦浮腫 十・組織所見： 外

圧所見 な し．1血行障碍型 出血各部に あ り多数 ．うつ 」血は

各部に 十．外圧 と無関係．細諍脈の う つ 血著明．発育

冊．17）胎盤」血行障碍死 ： 第 2 後頭位，白然分 娩 ， 臍帯

下 垂 → 脱出 ， 狭骨盤 1度，兒頭骨盤 入 口 固定 死 （破水直

後）．30509 ， 外圧普通 ， 吸 引 十 ，全身 うつ 血 ± ， 」血行障

碍 型出血 と外圧型 出血，前極 うつ 血 ± ， 基準十．中樞出

」血，網様体中少，そ の 他小 少，何 れ も 外圧型 ， うつ ⊥血

± ．肉眼所見 ： 大腦鎌下出」血・腦膜 うつ 血 十．腦浮腫

昔，組織所見 ：全般 に 軽度に 曠が る．菱腦軽度。外圧所見

と血 行障碍の 所見と併存，胎盤 血 行障碍死 と頭蓋 内出血

の 合併．発育冊．18） キ ニー
ネに よ る 中毒死 ： 第 1後頭

位 ，死後出 口 鉗子 ， 陣痛微弱，兒頭骨盤入 口 上 で死亡．

33829 ，外圧 な し ， 吸 引 什 ， 全 血 うつ 」血什，出血 殆 どな

し，前極 うつ 血 什， 基準一 中橿 出血
一

， うつ 血 十．肉
’
眼所見 ： 腦膜 うつ 血 十．腦浮腫 十・組織所見 ： 外圧所見

な し．うつ 血 は 大 中 細靜脈共に 非常 に 高度．死後 に か け

た 出口鉗子の 外圧所見な し．発育榾．

　 B ） 8 カ 月始か ら10月始迄 の 15例 ．1）10 ヵ 月始の 2例

  生 活力微弱死 ：第 2後頭位，自然早産，前期破水．7時間

52分後死亡．14109 ，偃死 1度，吸引 ±，全身 うつ 」血± 汐 卜

圧型 出血 （円形型 も少数）， 前極 うつ 血 ± ， 基 準± ， 中樞

出血 一，うつ 血 ± ，腦膜肉眼 うつ 1血十 ・ 腦浮腫 ±・組織

所 見 ：後頭位の 特徴．軽度．菱腦中等度 a 発育不明．  新

産兒赤芽球症死（頭蓋内出血）：第 1後 頭 位，自然早産，7

時問後死 亡．2T909，假死 1 度 ， 吸引± 全身うつ 血 ± ， 赤

芽球症型多數とタト圧型少数（円形型もある）， 前極 うつ 血

±〜
＋ ， 基準

一〜士 ，中樞出血 ，網様体小少 ， 其 の 他小

少 ， 共に 外圧型 出血 ， うっ 血 ±．肉眼所見 ： 小 腦天悪

下，硬膜下出血．腦膜 うつ 1血十 組織所見 ： 外圧所見殆

ど な し．赤芽球症の 出血素因が 誘因。うつ 血大中細靜脈

共 に高度．発育十ト　 2）9カ 月の 4 例　  生活力微弱死

（対稱）： 頭位 ， ブ ジー
， 分娩後暫時で死亡．20009，假死

な し・吸引± ，全 身 うつ 血 ± ，外圧 型出血 ， 前極うつ 血

一
， 基準

一〜±
， 中福出血 一，うつ 血 一〜±　肉 眼所見

な し．組織所見 ： 外圧所見殆 どな し．腦膜出血 軽度．他

は測腦室上皮下 大腦髄質 を 合せ 小出血 数個・移行部周

囲及び脈絡に うつ 血 十 の み．菱腦最低 ．腦膜 うつ 血 ±・

第 4 腦室上 皮性脈絡板の 大靜脈 に うつ 血十の み ．発育

卅．  頭蓋内出血 死 ： 第 1 後 頭 位，自然早産，急速分

娩 ， 30分後死 亡．IT369 ，假死 2 度 ， 吸引 十，．全身 うつ

血十 ， 外圧型 出血 （円形型出血 もあ る）， 前極うつ 血 一

〜± ，基準冊，中樞出血
一，うつ 血 ±，肉眼出血 ， 側腦

室内 ， 第 3 ， 4 腦室内，大腦実質内點状出血 （移行部周

囲），腦膜 うつ 血 十，腦浮腫 ± ， 後頭位未熟兒 の 特徴 ， 高

度，菱腦 巾等度，発育幵・  肺出血死 （頭蓋内出血）：

第 2 骨盤位 ， 自然早産 ， 兒頭入 口固定 時 死 亡．22249 ，

吸引 十 ， 全身 うつ 1血十卜，肺型 と外圧型出血 （円形型 もあ

る）， 前極 うつ 血 ± ，基準 ± ，中樞出血 一
， うつ 血 ±・

肉眼所見 ： 小腦天幕下．第 4 腦室内出血 ．腦膜 う つ 血

十・腦浮腫 ± ・組織所見 ： 全般に 小 出血 散在．軽度．う

つ 血 は 大 中細靜脈共 に あ る が細靜脈に 著明。菱腦中等

度．  羊水嚥下性肺炎死 ： 第 1前頭位 ， 自然早産，前期

破水 5 日 と 7 時間後死亡 ．1490g，候死 1 度 ， 吸引十 ， 全

身 うつ 血十卜 E市型 と夕卜圧型 出血 ， 角盲極 うっ 血 ± ，　基準 十，

中樞出血 一，うつ 血 ± ．腦膜肉眼 うつ 血 十 ， 腦 浮腫 十．

組織所見 ： 前頭位の 特微．軽度．うっ 血 は大中細靜脈共

に あ る が ， 細靜脈稍著明．菱腦軽 度．発育十．3）8 ヵ 月

の 9例．  生活力微弱死 ： 第 2 頭位，帝切（兒頭入 口 上 ）

部分 的前置胎盤 ， 13時間半後死亡 ・1015g 汐ト圧 な し，假

死 な し ， 吸引
一

， 金身 うつ 血 ± ， 前極 うつ 血
一，基 準

一
， 巾樞出i直Lうつ 1血一．肉眼所見 な し．組 織所 見 ： 外圧

所見な し，出血 な し．腦 室 移行 部（次い で 後頭角）周 囲 は

腦 室 壁に 近 く大靜脈 が 豊 富 ．脈 絡 に も大 靜脈が 他 よ り多

い ．菱腦 ， うつ 血 さ え な い ．発育十 ．   頭蓋 内出血 死 ：

第 2 後頭位， 自然早産 ， 急 速 分 娩 ，　4 日 と 1 時間侵死
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亡．1530g ，假死 な し，吸引
一，全身 うつ 血 一，外圧刑

出ユ血 （円形型 が各部に 無数．7 圖 ），基 準 鼎，rl匸樞 出血 う

つ 血 一・肉眼所見 ： 左腦空洞症 （前→ 後，大腦実質），右

大腦実質内出i血 と紅識融解 （中央 → 後）．腦膜 うつ 血 十．

組織所見 ： 第 2 後頭位 の 典型 ．未 熟 兒 の 特 徴 ．非常 に 高

度．出血 の な い の は 問腦内包外包最外包透明中隔の み．側

頭部髓質 下 半軽度．腦室は
一

般 に 軽度．菱腦圧所見殆ど

な し．発育±．  頭蓋内出 前L死 ： 第 2 前頭位， 自然 早

産 ， 前期破水 ，3 時間24分後死亡・15009 ， 假死な し，

吸引
一，全身 うつ ．血一

， 外圧型出血 ， 前極 うつ J血±，基準

卅 ， 中樞出血 うつ 血 一，肉眼所見 ：側腦 室 内 ， 第 4腦室

内出血 ．腦膜 うつ 血 十．紅織所見 ： 前頭位 ， 未熟兒の 特

微．高度．菱腦軽度．発育 十 ．  頭蓋内出血死： 頭位 ，

ブ ジー，死産．11009 ，吸 引 一
， 全 身 うつ 血一・外圧型

出血 ，前極 うつ 血 ±，基準十 ， 中樞出血 うつ 血一
， 肉眼

所 見 ： 硬膜下出血．後頭位．未熟兒 の特微．軽度．菱腦

僅少．発育什，  頭蓋内出血 死 ： 第 2 骨盤 位，ブ ジ
ー，

死産・ 8009 ，吸引十，全身うつ 血 十，外圧型 出．血 ， 前

極 うつ 」血一〜± ， 基準 十 〜一
什， 中樞出血

一
， うつ 血 ±．

肉眼所見 ： 硬膜下大血 腫．小 腦天幕下．側腦室 内．第 4

腦室 内出血 ．腦膜 う つ 血 ＋・組織所見 ： 腦底腦膜中等

度。骨盤位．未熟兒 の特微．中等度 ．菱腦高度．発育

什．  生活力微弱 死 ： 後頭位，ブ ジ ー
， 死産．1300g ，

吸 引
一

， 全 身 うつ 血 一
， 外圧型出血，前極 う つ 血 一〜

± ・基 準 ±・吸引
一，全身うつ 血 一，腦膜肉眼うつ 血

十・紐織所見 ： 後頭位の 特微 。非常 に 軽度．菱腦非常に

軽度．発育卅．  生 活力微弱 死 ： 第 1 後頭位，自然早産，

急速分娩， 7時間40分後 死亡．15509 ，假死 な し，吸引

一
， 全 身 うつ 血 ± ，外圧型出血 ， 前極 うつ 血

一〜± ，基

準 ±〜十，中樞出血 うつ 血
一

， 腦 膜 肉 眼 うつ 血 十・組織

所見 ： 後頭位 の 特 徴 ．軽度 ．菱腦軽度 。発育卅．  肝破

裂出血死 ： 第 1骨盤 位，自然早産，下肢荷重，部分的前

置胎盤 ， 胎盤早剥 （
115

面），兒頭入 N 固定で死 亡．16389 ，

吸 引 一 全 身 うつ 1血±，外圧型出血 ，前極 うつ 血 一〜± ，

基準 士 ，中福出血 うつ 血
一．肉眼所見な し．　 組織所見：

全 般 に 軽度 に 散在．菱 臘は 小 腦髓 質 に うつ ．血 ± の み．発

育卅．  生活力微弱死（胎盤血行障碍）： 第 2 骨盤 位，帝

切（兒頭入 口上 ），胎盤早剥，8時間 10分後死亡 ．2131g
，

外圧 な し，假 死 2 度 ，前極 うつ 血 十 ，全身うつ 血幵 ， 胎

盤 血 行障碍型出血 ， 前極 うつ 血十 ， 基準
一

， 中樞 出血
一

，

うつ i血± ・腦膜肉眼 うつ 血 十．腦浮腫十・組織所見 ： 外

圧所見 な し．細靜脈 の うつ 血 著明だ が ， 他 の 死産 の 血 行

隙 碍 死の 2例 に 比 し うつ 」血1の 程度も軽 く， 出血 数 も 少

い ．胎盤血行障碍性艨死．発
’
育卅。

　 第 3 項　 7 ヵ 月以 下 の 胎兒 20例の 小括 （T カ 月 6例，

6 カ 月 5例 　5 ヵ 月 3 例， 4 カ 月 2 例， 3 ヵ 月 2 例，2

カ 月 2例）

　 1） 頭蕃内出血 の あ る の は 7 カ 月 3例， 6カ 月 4例，

5 カ 月 1例， 4 ヵ 月 1 例の 計 9例で こ の 内側腦室内出面

が 6 例 あ る．肉眼出血 も組織出．1虹も ない の は 3カ 月始 め

以下の 3例 の み ．2） 組織所見は側腦室内及び周囲 （中

央〜後） に 最 ±J 多 く他の 部に は 非常に 少い ．肉眼出血の

あ る 例では此 の 部 に 高度で，組織出血 の 殆どが 強度に出

血 し ， 小出血は新産児 に 比 し少い ．肉眼出血 の ない 例 に

も 同様 の 部 に 軽度 の 出血 うつ 血 が あ る．5 カ 月以下 で は

外圧 の 所見は 一
般に軽い ．2） 著明な 羊水吸引 ， 著明な

全身うっ 血 ，延隨 自律神経巾樞 の組織的出血 うつ 血 は 全

例 に於い て な い ．菱腦の 所見は全 くない が，あつ て も 軽

度で あ る ．出血 型 は す べ て 外圧型．7 カ 月の 自然流産で

頭蓋内出血の ある 1例は 1 日半生存 し，假死 は な か っ

た ．3）　頭蓋 内出血 の あ る もの は 沸経線維の 発育（河本）

悪く， な い も の は発育が 良い ．

　第 3節 各部位別の 出血 の 頻度 （表示 ）

　総 て 出血 は外圧型 の み と し，右 端の 項 は 死因 が児頭に

対す る 分 娩時外圧に よ る もの の み と した ．肉眼，組織的

大 ， 小出血の 3者 は 1例中 2者以上あ る時 は 重複 さ せ

た ．但 し 腦室内 出血 に は 重複は な い ．調査 例中に 部位的

に は不 明例 が 若干 あ る． 中腦菱腦 の そ の 他の 項 日を 8

カ 月以 上の 全例33例 に っ き ， 更 に 分類 し た （大は 大出

．1虹， 小 は 小出血 ．不 明例 な し．出血 な き 部位 は 記載せ

ず ）．1）中腦 ： 大腦脚小11例 ， 4丘体小 3例 ， 被蓋白質

及び 赤核 に夫 々 小 2 例 ， 内側絨帯小 工例 ．2）延髓 ：錐体

東 ， 肉眼可硯 出血 1例大 1 例小 5 例，内側絨帯 小 5 例，

索状体小 4例 ， 内弓状線維大 2例小 2例 ，内側縱束及び

オ リーブ核 は 夫 々 小 2例．3）橋 ：橋縱朿 （錐体束）大 2

例小14例，橋腕大 2例小 1 例，浅橋線維小 5 例，梯形体

小 3例 ，結合腕大 1例小 2例 ，索状体小 2例，後縱束及

び 内側絨帯 は 夫 ft大 1 例 ， 外側絨帯及 び嬌核夫 々 小 1 例

で あ る ．大腦腦膜 の 所見は後頭位では 先進部 に 当 る 中心

後囘 ， 上 頭頂小 葉，中心 溝，中 心 前囘，腦 底 で は 外側及

び 内側後頭側頭囘 ， 海馬囘後方が 著明．前頭位 で は 所見

が 前方 に 礦が り ， 骨盤位では 腦底腦膜の 所見の み が 署明

であ る．大腦皮質 は 殆ど部位差は な い が ，以 上 の 部位 で

は 腦膜出血 の 皮質内流 入 が 時に 見 られ る。

鋤
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　　　　　　 第 3 章 全編の 總括

　1） 我 々 の 様 に 順 調に 生育 した 入間で は 分娩．時

の 腦 に 対す る損傷が全 くな い の か ． 此 の 疑問 に 対

して は ， 当然順調 に 生 育すべ きは ずの 対照例が あ

る ．即 ち他の原 因で死亡 し ， 神経線維の 発育 も最

も良い （河本）2 例で は，分娩損傷の 結果 として は

小出血 が 大腦腦 膜 に 軽度 ， 他 は僅少に あるの み で

ある．此れ は 正常に近 い もの と思 わ れ，微細 な損 傷

を受 け て は い る が 此は 全 く予後に影響 しな い と老

え られ る ．新産児腦 の 分娩損傷は分娩時 の外圧 を

N 工工
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受 けない 帝切 例に は な く， 外圧 綬 けた総て の 例

　に は程度の 差は あれ見 られ る が ， そ の 内で分娩損

　傷が死 因 となる の は腦 の分娩 損傷が高度 な もの で

　ある．次 に 後遺症 の問題 で ある が，裹示の 如 く腦 の

　各部位 に は 相当の分娩損傷の 所見 が あ る が
， 対照

　の 2 例 を除 い て は 当然死 ぬ る べ くして死亡 した 例

　が殆ん どで あ り， 此れ を以て生存例の 予後 を云 々

　で きな い が ， 幸い に救助 し得た様 な児 の 予後 の 参

考 に は な ろ う． 2）組織診断 の 3 要素 （1）側 腦室

移行部内及 び周囲 ， 後頭角周囲は最 も外圧 に 敏感
で あ る，　 （2） 大腦前極 の 髄質 は 最 も外圧 に 鈍感

　で ， 腦 の 囲有の うつ 血 出血 を示す． （3）出血 の 型
に よつ て ， 外圧 に よ る出血 と特殊な出血 との 鑑別
で が き る ．以上 3 老 に っ い て全例 を此較した ．3）
外 圧 の強 い 例で は 腦の分娩損傷は 高度 で あ る ． 1

鋼 の 腦 で も出血 うつ 血 の 部位的特徴 は分娩機転 に

よ り　− reの 法則 を持 つ ．腦 の 分娩損傷 は分娩時児

艱 の 受 6 る外圧 の 力学的作用 と腦 の抵抗性 （組織

抵抗 ・ 齢脈の 状態 ・ 静脈壁 の axbZ， 腦の 構造等）
の 相互 関係 に よ り起 り， 此の結果 として 出血 うっ

Jfi1・を起す ・腦 の 神経線維の 発育（河本）の 惡 い 例は

外 rE少 くとも所見が高度 で ある．外圧 も強 くな く

て 発育が非 常に 良 く， 此れ と云 う合併症 が ない 例

は 対照例 の 如 く分娩損傷の 所見 は僅少で ある．4）
胎盤 早剥，臍帯脱出 に よ る死亡は 胎盤血行障碍 に

よる死 で あ り， 外圧 ・ 発育 と は 何等 の 関係 もな

く， 児頭 に対す る分娩損傷 に よ る死 で は ない ．此れ

に 反 し頭蓋内出血 死 は 外圧 ・発 育 と密接 に 関係 が

あ り， 典型的な児頭 に対する分娩損傷 に よ る死亡

で ある．又 所謂窒 息死 で腦室内出血 を合併 した 1
例は ， 児頭が骨盤入 口 固定時 に 死亡 した例だが ，

発 育 （河本）極 め て 惡 く， 外圧 型出血 及び うつ 血
は 大腦 に 中等度 に

， 菱腦 に 高度 に あ り， 延髄網様

体 に は 肉眼可視大 の 外圧型出血 あ り， 他 に 何尊 の

合 併症 もな く同様に児頭 に 対 す る分娩損傷 に よ る

死亡 と考 え られ る ．5）仮死 の成因 ．八木教授及び

共 同研究者の 結果 で は ，最 もあ りふ れ た 仮死は 分

娩時 の 児頭 に対 す る外圧に よ る とされ て い る ．胎

盤血行障碍或は肺 ， 心臓等 に 原因 する仮死 を除 く

と，一
般 に 仮 死 は 児頭 に対 す る分 娩損傷が原因 と

日 産婦 誌 10卷 11号

　息 われ る，即 ち延 髄の 自律神経中枢の分娩損傷 の

　結果 として の 外圧型出血 ， うつ 血 は 明 らか に 仮 死

　の 有無或 は程度 と一致 する の み な らず，著 明な羊

　水 吸引 ， 全身うつ 血 の所見 と
一

致す る。延髄 の 自

律飜 紳 枢の所見 が 高度 の時 は 仮死 の 程度 も強 く

　 （時に死産）， 薯明な羊水吸引 もあ り全身 うつ 血 も

　高度で ある．反対 に中枢 の 所見 ない 時に は 仮死 も

　な く， 著 明な羊水吸引 もな く全身 うつ ．血 もな い 。

延髄 の 自律神経 中枢 の 外圧所見 と仮死， 薯明な羊
水吸引 ， 全身 うつ 血 の 4 者は平行関係に あ る．延

髄の 白律神経 中枢の 外圧所見 の 程度は 大体 に於 い

て菱腦 の 圧所見 と一致 する．広義 に云 うと菱腦に

対す る圧作用 が仮死の 成因 と関係 が あ る と云 い 得

る．延髄以外の 自律神経 中枢 ， 例 えば 中腦 の 中心

灰白層 ， 問腦 の 視床下部 （漏斗灰 自隆起等）の 外

圧所見 と仮死は一定 の 関係 に は kv ・．　 m た とえ大

腦間腦 に 非 常に 高度な肉眼出ユ血が あ つ て も， 延髄

の 自律神経 中枢 に組織的 な外圧 所見 がな い 時は 仮

死 もな く， 著 明な羊水 吸引 もな く全身 うつ 血 もな

く， 相当口数生存 して い る ．即 ち仮 死の 成因 は 延

髄 の 白律神経中枢 の 圧作用 ，広義 に は 菱腦 に対す

る圧 作用 と関係が あ る ．5）分娩機転 に よ り， 外圧
所見 は 立体的に 一

定 の 特微 を持 つ ． 前頭位 は 大腦

の 所見が後頭位 よ り広汎 で あ り， 骨盤位 は 大 腦の

所見 は 後頭位 と略 1 同様 で あ る が ， 腦 底腦膜 と菱
腦 の 所見が高度 で ， 骨盤位に仮死が多 い の は 主 と

して菱腦 の 所見が高度 の 為 と思 われ る． 以上 は 前

後圧の 所見だが ， 巾位鉗子 に よ る死亡 （左右圧）で

は 大腦の 所見は 前後圧 の揚合 に 比 べ
， 広汎だ が軽

度 で あ り， 菱腦の 所見 は歪 んで か け た 為か 比較的
高 度で あつ た ． 出 口鉗子 の 際は 前後圧 の 所見 に 被

われ て 明瞭な左右圧の 所見は な い ．7）死 因の 組織

的鑑 別 ： （1）頭蓋内出血
一
外圧 に 敏感な所に 高度

の 外圧型出血 ， うつ 血 が ある。うっ 血 は 大 中細静

脈共 に 同様 に あ る． 大腦 前極 は殆ん ど所見 な し．

（2）胎盤血行障碍一駘盤血行障碍型出血 ． 出血 う
つ 血 は外圧 と無関係． うっ 血 は細静脈 に 殊 に 著

咀 （3）肺出血 ， 羊水嚥下性肺炎一一肺型 出血 ，肺

型出血 は 外圧 と無 関係． うつ 」血は大中細静脈共 に

あ る が ， 細静脈が寧ろ薯 明． （4） キ ＝
一

ネ の 中毒

髪

蜩
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死乃至 うつ 血 は大 中細静脈共に非常に 高度． 出血

は殆 ん どな い ．うっ 血 は 外圧 と無関係． （5） 新産

児赤芽球症一
特右な出．「虹型が各部 に ある ．赤芽球

症 の 為の 出血 素因 に よ る ． うつ 血 は 大 中細静脈共

に 高度．8）骨盤位 で 臍 帯纒絡 が あ る 1 例 に は 固有

の うつ 血 が あつ た ．臍帯纒絡に よ る固有の うつ 血

が ， 強 い 外圧 に よ る 圧所見 と重 り頭蓋内出血 を起

した 。 心 奇形 で は 心奇形 に よ る うつ 血 が先行 し

て ， 外圧が少 くて も肉眼出血 を起し ， 固有の うつ

血 と圧所見が重 り心臓性仮死 を起す． 成熟児で神

経線維の発育 （河本）が非鴬に 良 くて 而も頭蓋内

出血 を起 した の は ， 心奇形死 甑 死 1 度） 中位鉗

子 手術死亡｛列 （仮 死 1度）， 躋帯纒 絡が ありそ の 為

に 固有 の うつ 血 を来 し た 骨盤位例 （死産）で あ つ

た ．9） 急速分娩 5 例中 4 例 に 頭蓋 内出血 を起 し

た ．急速分娩 あり， 死因 が腦空洞症で ， 神経線 維

の 発育（河本）が非常に 悪 も 仮死の な い 8 カ 月の

1 例は 約 4 躙 生 存 した ． 大腦 で は負筋 後頭位 の

外圧所見 の 特微が定型 的に高度 で （左半球 は 前か

ら後迄腦 空洞 を呈 し 右半球は 中央〜後に 実質内出

血 を起 し左右共に ⊥半分の 実質が 薯 明 で 且 つ 後 よ

りの 部が最 も薯 明． 腦全 体で は 左の 先進部に 当 る

後 よ りの 上 半分の 実質が最 も高度）， 而 も菱腦 の 圧

所見は殆 ん どな い ． 10）未熟児の 腦の分娩損傷の

特徴 は 大出血 が多 く小 出血 が少 く， 円形型出血 が

見 られ此れ は組織融解 を後に 残 し 多数 の時は 腦空

洞症 を起す． 7 カ 月以下で も頭蓋内出血 を起 す も

の は発育 （河本）惡 く， 起さ ぬ も の は 良い ．11）側 腦

1447− 6工

室内出血 の 原因 で 最も重要 なの は 移filzz後頭角周

囲 の 壁板腦梁 の 大静脈で あお．他 の 側 腦室周 囲 ，

脈絡 の 出血 も原因 とな る．腦室 一ヒ皮下 出血 は多数

の 時 は此れ の み で 肉眼出血 となる．未熟児 で は往

々 移行部後頭角内 に 連続 した 多数の上皮下 出血 が

あ る．第 4 腦室 で は上皮性脈絡板 の 大 静脈 の 出血 ，

次 い で脈絡出血 で あ る ． 12）分娩損傷に よる腦 出

血 は 総て静脈性で あつ た ．13） 児頭 に対す る外圧

を少 くす る事 と胎盤血行障碍死 の 予防が 重要で あ

る．

　本論 文 の 要 旨 は 第 10回 日 本産科 婦 人 科 学 会 総 会 に 於 い

て 発 表 し た ．稿 を 終 る に 臨み 恩 師八 木教 授 の 御 懇篤 な御

指導御校閲 に 深 謝 し
， 種 4 の 御教 示 を 載 い た 橋 本 助 教 授，

秋 本前講 師並 び に 精 神 科 長 田 助手 に 感謝 の 意 を 表 す る．
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